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あゆみの里発

はっぴー号
144号

○ろう者集団活動参加のみなさま
○大正琴ボランティアのみなさま
○園芸ボランティアのみなさま
○地域のみなさま（衣類の提供）
○精神保健ボランティア　こもれび
　（地活新年会や七草がゆのふるまいなど）
〇支える会のみなさま（地活新年会）
〇横田地域のみなさま(地活新年会オカリナ)
〇協力会員のみなさま（日々の講座活動）
〇久城町 吉永様（乗り物のおもちゃ）

祝！金賞受賞

研修会に行ってきました!

　あゆみの里・地域活動支援センターを利用されている庄野雄二さんのイラスト『ファンタジー』が、

平成29年度島根県障がい者アート作品展において、480の応募作からたったお２人の『金賞』に選

出されました！庄野さんの作品は、あゆみの里館内に展示されています。是非、お気軽に、見にきてく

ださいね。

　平成30年2月6・7日に、障がい者虐待防止・権利擁護研修が松江で開催され、2名の職員が参加し

ました。

　その研修会に参加して、次のことについて訊いてみました。

①一番印象に残っていることは？　それに対して何を感じたか？

②研修で学んだことを、業務にどのように活かしたいか？

　虐待はいかなる場合でも絶対にしてはいけないことだと、障がい福祉従事者ならだれもが思っている

ことだと思います。しかし、昨年だけでも従事者による虐待が、400件以上あることに驚きを感じまし

た。障害者虐待防止法が施行されてから7年たちますが、これだけの虐待事例があるのはなぜか、原因は

何かを考えながら研修を行いました。

　虐待が起こる原因として、障がい者の要求や思いを従事者側が理解せず、従事者側の要求ばかりを通そ

うとする行為が、虐待につながるのだと学びました。障がい者の求めているものは何か、何が好きで何が嫌

なのかを知り、当たり前のことではありますが、気持ちに寄り添った支援をしていこうと思います。

橋本　美弥

渡邉　伸次

　私たちには一人一人に人権がありますが、これは権利や義務を主張するのではなく、障がいの有無に

関わらず、お互いの権利を尊重し合い、みんなで「ささえる社会」を作り上げていく事が、虐待の芽を摘む

最初の第一歩だと強く感じました。

　平成24年10月には「何人も障がい者を虐待してはならない」と、法律で決められました。また虐待の

「早期発見・通報」が義務付けられました。見て見ぬふりや嘘は許されないのです。しかし、これは虐待を防

止する法律ではないのです。「良い支援をする」法律なのです。私たちは障がい者の方の特性を理解して、

情報を共有し合い、支援の質の向上に心がけていきたいと思います。
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思思思思いい出出いいっっぱぱいい!!生生生活活活介介護護のの一一年年年間間思い出いっぱい!生活介護の一年間

　こ
の
度
、
島
根
県
共
同
募
金
会
よ
り
助
成
金
を
い
た
だ

き
、
施
設
外
就
労
用
の
作
業
着
を
購
入
し
ま
し
た
。

　こ
の
作
業
着
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
も
多
く
丈
夫
で
動
き
や
す

い
作
り
に
合
わ
せ
、
色
は
う
す
い
茶
色
で
落
ち
着
い
て
見

え
ま
す
。
左
腕
の
袖
に
は
、
赤
い
羽
根
マ
ー
ク
の
バ
ッ
チ

を
つ
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
私
服
で

作
業
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
皆
と
同
じ
作
業
着
を
着
る
こ

と
で
仲
間
意
識
が
芽
生
え
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
高
ま
り
ま

し
た
。
安
全
に
効
率
良
く
作
業
が
で
き
、
利
用
者
一
同
喜

ん
で
い
ま
す
。

　施
設
外
就
労
で
は
、
野
菜
作
り
や
、
ぶ
ど
う
の
収
穫
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
程
の
作
業
を
通
し
、
い
ろ
ん
な
経
験

や
知
識
を
身
に
付
け
、
本
人
た
ち
の
目
標
と
し
て
い
る
一

般
就
労
に
向
け
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　共
同
募
金
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

施設外就労とは、個人宅などの
草刈りを主にしています。外作
業をする事により、社会とのつ
ながりや、就労に向けての意欲
向上となるよう取り組んでいま
す。

思思思思思思思思思思思
生活介護では毎年、季節に応じた様々な催しや活動
を行っています。参加してくださいました利用者の
皆様、ご協力いただいた地域の皆様、ありがとう
ございました。
これからも皆様に喜んでいただける企画を考えて
参ります。

施設外就労 作業着の助成を受けました !!

レインボーハウス･たんぽぽ
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